物質的刺戟の理論と実際(1) by 宮坂 純一







2. 1. 2. その意義と限界











































(2) 例えば，エギアザリヤン (r. Ema3apHH) はつぎのように述べている。「物質的関心原則はレーニンによって
根拠づけられた。レーニンは，個人的な物質的関心に，労働上の熱狂とともに，人民大衆を新しい社会の建設
へと引き入れることを保障する，社会主義に内的に個有な，経済的形態，を発見したのだ叫 (r. En!a3apHH, 
~aTepHa~bHoe CTHMy~HpoBaHHe pOCTa ョ紳eKTHBHOCTH npOMbIW~eHHOrO npOH3BO且CTBa， ~bIC~b， 1976, CTp, 8. ) 
(3) CM., XXI V Cbe3,l{ Kncc H aKTya~bHble npo6~eMbl nO~HTH'leCKOH ヨKOHOMHKH ， ~rY， 1973, CTp.124. 
(4) 木原正雄他著『現代の社会主義~，青木書店， 1961年， 78ページ参照。
(5) CM., nporpaMMa KOMMyHHCTH可eCKOH napTHH COBeTCKoro COぬ3a， 113，l{aTe~bCTBo nO~H可H'leCKOH ~HTepaTypbl， 1975, 
CTp.91. 

































(71 CM. , A.I1. CIIHeIlKo , 乃日明朗 MaTeplla~bHaH 3allHTepeCOBaHHOCTb 11 ゆOpMbI ee npOHB~eHIIH npl COUlla~1I3Me， Hayｭ
KOBa llyMKa, 1974, cTp.9. 









2. 1 . 1.マニェヴイチの見解
すでに触れたように，「物質的関心の原則」が社会主義経済の大きな問題として登場してき






















(9) I1cTOPHH KDCC, I13)l-BO nOJIHTH可eCKoìí JIHTepaTypbl, 1975, cTp.568. 
(10) 乙の聞の事情に関しては，本原稿，前掲書， 78-81ページ参照。
(1) CM.，凡 HHKHゆOpOB， ~aTepHaJIbHaH 3aHHTepeCOBaHHOCTb npH COUH剖H3Me， {BonpocbI3KOHOMHKH}, 1968, M3, CTp. 113. 
A吐??
物質的刺戟の理論と実際( 1 ) 
資料と思われる。
マニェヴィチは， 1959年 1 月 l乙〈経済の諸問題〉誌上に「個人的物質的関心原則とソ連邦で
の賃金の若干の問題J ， 1963年 2 月に〈哲学の諸問題〉誌上に「労働に応じた分配と社会主義




























(12) E. 乃. MaHeBH'l , PacnpelleJIeHHe no Tpy llY H npHHL¥Hn MaTepHaJIbHOH 3aHHTepeCOBaHHOCTH B nepHOll nepeXOll OT 
COL¥HaJIH3Ma K KOMMyHH3Ma, {Bonpocbl 抑JIOCO中1111) ， 1963, M2 , CTp.16. 






































































(15) CM., A. 1. CllHeHKo, YKa3. CO可. , CTp. 20-21. 
(16) CM.，凡 HHKHゆOpOB， YKa3. COlf., CTp. 113-114. 































(18) オブロムスカヤ(比 06JIOMCKa51)は，労働の性格の特質を原因として指摘している。 (11. 06JIOMCK叫 MaTep.
HaJIbHa51 3aHHTepeCOBaHHOCTb-3KOHOMH'leCKa51 KaTerOpH5I COUHaJIH3Ma, MbICJIb, 1964, CTp. 9. ) 
(19) 社会主義的な個人的な物質的関心の形成・確立とともに個人的な物質的関心は消失するのであり，乙のこと
を，本稿では，問題としている。
四，) CM., r. 凹ep6aKOB ， φOHllbl 3KOHOMH可eCKoro CTHMyJIHpOBaHH5I 8 COUHaJIHCT附eCKOM 06weCTBe, Mry, 1974, CTp.20. 
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ある叶 (HaYlJHble OCHOBbI ynpaBJIeHI151 COUI1aJII1CTI1lJeCKOH 3KOHOMI1KOH, MbICJIb, 1973, CTp. 46. ) 
問) これらについては，岡松有「社会主義経済論の新展開~，新評論， 1975年， 144~147ページ参照。
(231 エンゲルス「陀宅問題J Cマル・エン全集， 18巻(大月版)， 272ページ。〕
(241 YlHTepecbI B CI1CTeMe 3KOHOMI1lJeCKI1X OTHO山eHI1I1 COUI1aJII13Ma, HayKoBa ,lI.yMKa, 1974, CTp.3. 
































(26) TaM >Ke, crp. 14. 
(21) r. IUep6aKoB, YKa3, CO可.， cTJ).30. 
(28) φ. repUlTeMH, I1HTepecbI, 3aMHTepecoBaMHocTb, cTMMyJIMpOBaMMe, (<3KoHOMM'IeCKMe HayKM内 1970， Mll , CTp. 94-
95. 
間 A. EpeMMH, 3KOHOMl何eCKMÎÍ MHTモpec KaK np06JIeMa nOJIMT9KOHOMMM COUMaJIM3Ma, (<3KoHOMM'IeCKMe HayKM>>, 1970, 
































。0) A. CHHeHKO, YKa3. CO可.， CTp. 14. 
。1) r刺戟とは利害が人間の意識に正しくあるいは歪曲されてあらわれているかを示す特別な領域であるω(A.
CHHeHKO, YKa3. CO可.， CTp. 18. ) 
倒 r~刺激』とは...・ H・..人聞に影響を与え…労働積極性を引きおこす推進力であるω(~ ~は引用者) (TpYll, 
TeXHHKa，ヨKOHOMHKa， CTP, 173.) 
(33) 経済的利害は…社会発達の推進力であるω(日OJIHT9KOHOM附eCKH~ CJIOBapb, CTP. 354. ) 
???
宮坂純一
(社会主義社会の利害を自覚・認識した結果である)個人的関心は， (利害を正しく反映した)
賃金という「刺戟」によって，物質的刺戟へと転化する。
(続)
(本稿の前半部分，すなわち，本号掲載分，は，筆者がすで lに乙発表した論稿「社会主義のもと
で
正したものでで、あるが，その性格上，重複している部分をいくつか残している。)
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